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○議長（坪根秀介君）定刻になりました。皆さん、御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　今から平成２３年上毛町議会第２回臨時会を開催します。

　直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本臨時会の会議録署名議員に、７番　増矢議員、８番　茂呂議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　臨時会招集の告示を受け、議会運営委員長に臨時会の運営について諮問いたしましたところ、１１月４日、議会運営委員会を開催いただき、答申をいただきました。

　委員会の答申は、会期を本日１日とする答申です。

　お諮りします。臨時会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日１日といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は本日１日とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本臨時会に提出された案件は、町長から予算案１件、その他２件の計３議案であります。

　議事日程を、お手元に配付しておりますのでごらんください。

　本日の日程は、提案理由の説明を受けた後、引き続き議案内容の説明を受け、質疑を行います。

　質疑が終了した後、討論・採決を行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略します。

　日程第４議案第４２号、日程第５議案第４３号、日程第６議案第４４号、以上３件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。

　それでは、これより本日の提案理由の説明を申し上げます。

　本日、ここに平成２３年上毛町議会第２回臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には公私にわたり御多忙中のところ御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　また、先般の議員研修には同行がかない、まことに有意義であったことを深く感謝申し上げます。
　さて、ここで提案理由を申し上げます前に、本町１０月の人口の実情を申し上げたいと存じます。１０月末の人口は８,０５３名（２７名の減）で、世帯数は３,０７９世帯（１８世帯の減）でありました。
　世帯数の減少は本年初めての減少で、人口減の主たる要因とも考えられ、このことにより、過疎化がさらに加速することが懸念されるところであります。この難題解決のための喫緊の課題は、定住確保と促進、雇用を基軸とした産業の振興、町の特性高揚等であろうと考えております。今後とも、そのための一層の努力を行ってまいる所存でありますので、議員各位におかれましても格別の御支援、御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　それでは、これより提案理由を申し上げます。本臨時会に提案いたします案件は、契約案件１件、補正予算１件、その他１件の計３案件であります。順次、御説明申し上げます。

　議案第４２号、工事請負契約の締結について。９月定例議会において工事費等を御可決いただきました旧西友枝小学校改修工事につきまして、１０月２８日に指名競争入札を実施した結果、業者が決定いたしましたので、条例に基づき議会の議決をお願いするものであります。

　議案第４３号、町道路線の変更について。友枝保育所跡地の宅地分譲を行うに当たり、町道路線の終点を変更する必要が生じましたので、法令に基づき議会の議決をお願い申し上げるものであります。

　議案第４４号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第３号）であります。今回の補正額は１,３４２万３,０００円で、歳入歳出予算総額４９億５,４１４万７,０００円となります。
　補正予算の内容は、今回は総務費関係のみでありますが、日本プラスト九州工場建家裏側、町所有地の斜面の一部が崩落したことにより、工場敷地の一部に被害が生じたため、その補修及び被害拡大を防ぐための工事費を計上、また、旧友枝保育所跡地を宅地分譲するための工事費等関連経費を計上いたしております。
　今回の補正予算の財源といたしましては、一般財源として普通交付税を充当いたしております。いずれも重要な案件であります。緊急を要するものでもありますし、今臨時会に提案するものであります。慎重なる御審議の上、御可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。

　次に、日程第４議案第４２号、工事請負契約の締結について（旧西友枝小学校校舎改修工事）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）それでは、議案内容を説明いたします。議案第４２号、工事請負契約の締結について。平成２３年１０月２８日。指名競争入札に付した旧西友枝小学校校舎改修工事について、次のとおり工事請負契約を締結する。平成２３年１１月８日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　契約の目的、旧西友枝小学校校舎改修工事。契約の方法、指名競争入札。契約金額、７,１９２万５,０００円。契約の相手方、福岡県築上郡上毛町大字下唐原１３４５番地１、岡上建設株式会社、代表取締役、岡上政和。工期、本契約の効力発生の日から平成２４年３月１９日。理由でございますが、旧西友枝小学校校舎改修工事に係る建設工事請負契約について、予定価格が５,０００万円を超えるため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）記載の中において、上毛町、まあ旧新吉富時代から工期の議決の記載として入れておりますが、これは行政実例等の中に入ろうかと思いますけれども、私はこれは非常にいいことでもあるという感覚を持っておるものでございます。これが工期を延長した場合、議会の再度の議決が必要であるかという認識をどう持たれておるか。

　それから、指名競争入札ということでございますが、何社業者を指名したのか、そして指名に応じた業者が何社おったかをお尋ねします。
　それから、入札保証金あるいは契約保証金、これはうちの規則等にうたっておるのかどうか。その点をお尋ねいたします。まずはちょっとそこまで。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）入札の業者ですが、１０社指名をしております。
　それから、入札保証金でございますが、これは免除しております。これにつきましては、過去数回、契約締結をして誠実に履行し、また、今後締結しないおそれがないと認められますので、入札保証金につきましては免除しております。
　それから、契約保証金でございますが、契約保証金につきましては、ここの工事請負契約書の中にもございますけれども、保証を付したときは契約保証金を免除することができるという条項がございますので、その提出がなされております。それで免除となっております。
　工期延長につきましては、３月１９日ということで、工期の延長をする予定はございません。工期が延長になったときは議会の議決が必要になると思います。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）工期の延長をね、工期をここにしちょって、これが延長になったら議会の議決が必要になるのですか。じゃあ、書かなかったらどうなるわけですか。これは必要ないんよ。自治法の施行令を読んでください。だから、丁寧に書いてくれと、私は新吉富時代から追及してきよるんです。あなたは工期の延長はありませんと言うけど、工事の事情に応じて、雨が降ったり、大震災、いろいろな災害があった場合云々のとき。そこを明確にもう一回答弁してください。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）確かに、災害とかが起こったときには繰り越しあたりをする必要があるかと思いますが、先ほど私が必要になると答弁いたしましたけれども、その辺はちょっと勉強不足でございました。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）入札保証金は指名競争入札じゃなくて一般競争入札。入札は一般競争入札が原則なんですよね。そして事情に応じて指名競争入札ということになります。一般競争入札のね、地方自治法の施行令１６７条には、昭和３９年の地方自治法の施行後から保証金が命じられているんですよ。その前は任意だったんですけどね。それから、入札保証金制度で、１００分の５以上とかいう形でもって、都道府県いろいろ国によっては幾分違いがありましょうし。これをうちの規則では、免除すると明確にうたっておるわけですか。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）契約書の中でですね、約款の中で、第４条でうたっております。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）それから、入札の最低価格も提示しないということで、自治法あたりもそうした指導云々でもって、本町もそうした姿で取り組んでおると思います。そうしたことによって、業者には、それなりの勉強して云々といってから、私は今までよりも割と実のある仕事がとれると。そうしたことによって、材質とかいろいろなことについては、それなりの基準以上のことは、それはいろいろ使っておりましょうけど、それなりによい材質等も購入できるのではなかろうかという感じがするんですね。だから施主側としては、そうしたことを十分気をつけながら検討していただきたいと思うんです。
　そうしたことでもって、地方自治法施行令の中の１２１条の２の第１項及び第２項のところに、予定価格の字句があるわけなんですね。こうして云々すれば、予定価格というのが、我々は議会に提案されますね。今回の七千九百何十万というのが先般の臨時議会で可決された。可決されると、これはもう当然、議会であるから傍聴もあるし、いろいろなことでもって市場に広がっていく。情報公開といいますか、そうしたことでもって耳に入るのは当然と思うんですね。そうしたときの価格は、予算に上がってくるときに見積もりをして積算して、そうして上がってこようと思うんですけど、これが字句に示されている予定価格ということでもって解釈していいかどうかですね。その点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）予算が予定価格ということではございません。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員、３回目です。

○１０番（亀頭寿太郎君）もういいです。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。大山議員。
○１１番（大山　晃君）価格は別といたしまして、西友枝小学校というのは、もともと村有林を伐採して建設した建物だと思っております。友枝時代にそういう村有林を伐採して建てたものであると私は認識しております。大学の先生あたりに調査をしていただいたら、非常に内容がいいということで、今回、このように改築をして残すようになったと思うんですが、それに伴いまして、今度の改修工事の材質といいますか材料、木材を使用するときに上毛材を使うということを契約書の中にうたっていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）今のところ契約書のほうにはうたっておりません。ただ、行政の打ち合わせの中で、地域の木材を利用していただきたいということで要請はしております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかにございませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）金額も７,０００万ぐらいで、そう大きな金額じゃなくて、経費の節減の中から一括発注ということは理解するわけですけれども、ただ、時期的に非常に仕事の少ない時期でもございますし、そういった観点からすると、多少の経費はふくれるかもわかりませんけど、部分発注というようなことは全く考えるわけじゃなかったかどうか、そこら辺をお尋ねします。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）今回の工事、主なものは建築木材のほうなんですが、浄化槽、排水、給水、一体的なものになっておりますので、一括発注という形をとらせていただきました。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかにございませんか。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）１点ほどお尋ねします。

　契約方法は一般競争入札が原則ですが、指名競争入札にした理由、それから予定価格と最低制限価格は幾らであったのか。それに関係することですが、落札率もお尋ねします。それから、工事の監督及び検査はどうなっているのか。契約保証金については免除したということでありますが、財務規則９６条には１００分の５以上とありますけれども、９７条には免除もあると書いています。先ほども答弁があったのですが、よく聞こえなかったので再度お尋ねします。それから、瑕疵担保契約はどのようにされているのか。入札結果表が今回出されていませんが、入札結果表の説明を求めます。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）まず、指名競争入札にした理由でございますが、地域経済活性化のために地元業者を指名させていただきました。
　それから、予定価格につきましては、７,３５０万円でございます。
　それから、最低価格につきましては、今現在公表はいたしておりません。
　それから、検査につきましては、業者のほうに委託をしております。
　落札率が９７.９％でございます。
　うちの契約約款の中には１００分の１０、１０％以上となっております。
　瑕疵担保につきましては３年、それから重大なものにつきましては１０年となっております。申しわけありませんが、議会が終わりましたら差し上げたいと思います。申しわけございません。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）落札率は９７.９％ということでありますと、最低制限価格も聞く必要がないと思うんですが、大体９５％以上であれば談合しているんではないかということは、専門家も言われています。それで特に、この数字からするとそういうことも持たれるわけですよね。それで入札回数、何回か入札して、最終的にはこの業者が落札したということでありますが、仮に３回であっても、岡上建設がずっと走ったのかどうかお尋ねします。

　それから、工事の監督ですよね。業者に委託するということですが、している業者に監督させるのもいかがなものかなと思います。私はだれか第三者の目で監督させるべきだと思いますが、その点についてお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）入札回数は１回でございます。
　それから、監督でございますが、業者に委託しておりますので、こちらのほうも当然監督員がおります。行政、それから委託している業者のほうで監督ということになります。（「監理をこの業者にさせるのかと聞いています」と呼ぶ声あり）
　申しわけありません。この業者に監督をとおっしゃられているんですかね。
○８番（茂呂孝志君）そういうふうにとったんですよ。
　工事、監督、検査はだれがするのかと聞いたら、業者に委託と言うものですからすね。ですからどこどこの業者と言えばいいんですが、業者の委託と言うもんですから。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）福岡県の建設技術情報センターにお願いしております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）落札率が９７.９％ということで、非常に高いわけであります。こういう仕事が少ない時期でもありますが、こういう率は非常に私も疑問に思います。低ければいいというものではありませんけど、大体、専門家の意見では９５％以上であれば、談合の可能性も強いという意見も聞かれます。私はこの数字からそういう疑いも持ちますので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）賛成多数。よって、議案第４２号、工事請負契約の締結について（旧西友枝小学校校舎改修工事）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第４３号　町道路線の変更についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それでは、議案第４３号、町道路線の変更についてを御説明させていただきます。
　町道を変更することについて、別紙のとおり提出する。平成２３年１１月８日提出、上毛町長、鶴田忠良。理由、友枝保育所跡地分譲のために終点を変更する必要が生じたので、道路法第１０条第３項の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　次のページをお願いいたします。次のページに路線の変更に関する調書をつけさせていただいております。路線の種類につきましては、その他路線です。路線番号８６３９。路線名、県道支所線。変更前の起点、大字東下１５５３番地先。終点、大字東下１５１２番地先。変更後、東下１５５３番地先。終点、東下１５１２の２番地先。これは平均幅員でございますが、変更前８.８２から変更後８.３６。延長、変更前６２.１から１００.２メートルに変更するものでございます。
　次のページをお願いいたします。次のページに図面をつけさせていただいておりますが、緑色の黒丸が起点側、三角の部分が終点側でございます。県道野路土佐井線から、現在は支所の駐車場入り口までが町道でございましたが、今回、分譲地に伴い、赤の矢印まで終点を変更するものでございます。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４３号、町道路線の変更については、原案のとおり可決することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第４４号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第３号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、議案第４４号について御説明を申し上げます。
　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第３号）。平成２３年度上毛町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによるということで、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３４２万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９億５,４１４万７,０００円とするというものでございます。平成２３年１１月８日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　前後いたしますけど、今回の財源としましては、すべて地方交付税を充当いたしております。
　７ページをおめくりいただきたいと思います。今回の歳出の内容でございます。
　総務費の財産管理費ということで今回計上させていただいております。１３節の委託料、それと１５節の工事請負費の関係もございますが、友枝保育所の跡地の造成工事費、それから跡地の不動産鑑定業務委託料を今回計上いたしております。
　臨時会に上げた理由でございますが、既に分筆等も終わっておりまして、先ほど町長の提案理由でも申し上げましたように、定住の確保、推進ということをいち早く行っていくことが肝要であろうということで、今回、臨時会が開催されるということで、不動産鑑定、造成工事費を１,０００万円計上いたしておるものでございます。

　内容につきましては、お手元に資料を差し上げております。既にごらんになっていただけておるとは思いますけれども、資料の１ページをおめくりください。４区画を今回、１２月中までに何とか公募まで持っていきたいという計画で考えております。
　先ほどの町道路線の終点の変更とも絡んでおります。その路線も既にこの中に分筆をいたしておるものでございます。区画につきましては４区画で、最大が５２０平米、それからお手元にありますが４７０平米、それから３００平米前後という４区画となっております。以下、土地の断面図等ございますので、御確認をいただきたいと思います。
　それから、工事請負費の町有地ののり面補修工事費でございます。これにつきましても、町長が提案理由の中で申し述べましたように、資料の２枚目、３枚目、４枚目を確認いただきたいと思いますが、資料の２番目が平面図、上から見た図面でございます。上から見た図面の下のほうが日本プラストの工場の敷地でございます。下が町有地ののり面でございます。今回、お手元に写真を３枚目につけておりますようなことで、日本プラストの工場敷地も含めて一部が崩落したということで、早急な補修・整備が必要ということで、今回予算を計上いたしております。
　この工事費に関しましては、日本プラスト側のほうも、工場敷地のふちのほうに側溝がございまして、その側溝の一部から水があふれて漏れていたという痕跡もございまして、日本プラスト、会社側のほうにも一部御負担を願って、それぞれ分担してこの工事を進めてまいりたいと考えております。その図面の中を見ておわかりだと思いますが、町の施工部分と工場の施工部分とに仕分けしまして、この工事に当たりたいと考えております。町の持ち分として３３０万を今回計上いたしておるものでございます。
　以上で概略の御説明を終わりたいと思います。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。質疑はありませんか。宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）友枝保育所跡地造成工事についてまずお伺いしますが、質問事項が多いもので、１回にまとめてお尋ねしますから的確にお答えください。
　まず、１,０００万円の予算ですが、この積算根拠をお示しいただきたいということと。それから、現場を見ましたけれども、既に造成の様相を呈しておりますが、具体的にどのように造成するかということです。この設計図を見ましたけれども、現在、駐車場として利用しているようでございます、その場所を道路の拡幅として使うのか。
　あるいは、もう１点は宅地導入の道路ですけれども、導入路はスロープのまま宅地まで入っていくのか、宅地の直前で平地というか、フラットな形に造成するんでしょうか。
　また、フェンスを新設するようになっていますが、現状のフェンスが既にございますけれども、この設計図で見ると２４.５メートル、５１.５メートルで、計７５メートルを新設するようにございますが、既存の部分を取り外して新設するのか、今あるものを利用するのかということ。
　それと、もう一つは、そもそも最初からこの土地を宅地として売るつもりであったのか。そのつもりであったのなら、第１期工事の時点で造成しておれば、今回のこの工事費のコストというものは必要ではなかったんじゃないかと思うんですが、第１期は解体工事のみという形でやったんでしょうか。
　それと最後に、どの程度で売買するつもりでおられるか。例えば、坪２万円で売るとすれば、恐らくこの区画からすれば１,０００万円程度となろうかと思いますが、そうすると、造成コストが１,０００万円かけて、１,０００万円で売買するということになれば、こんなばかげたことはないんじゃないかと考えるんですが。

　以上、お願いいたします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）結構ございましたので、ちょっと整理がつかない部分がありますが。まず積算根拠でございますが、建設が持っている単価に基づいてすべて計算をしておるということでございます。
　それから造成ですが、一応、造成は今回、既に高うございますので、造成を改めてするということは設計上なっておりません。
　それから、宅地の導入路のスロープの設計で、手元からすぐ上がっていくのかということですが、どの地点からというのは、ちょっと私もはっきりしませんけども、ある程度、なだらかなスロープという形で御認識をいただきたいと思います。
　それから、フェンスでございますけれども、一応、新設という形で設計上しておりますが、現地に入った段階で、再度そういった現物でも使える部分等がございましたら、設計変更等も考えていくことも考慮したいと考えております。
　それから、宅地として当初から売るつもりであったかということで、確かに保育所跡地につきましては、取り壊しの時点からそういう考え方を持っておったと。私は当時は在任しておりませんでしたのでわかりませんが、財産の処分という形でそういう目的があったと思いますが、第１期工事の解体のときには、そこまでのことは実際には行わなかったということが現状でございます。
　それから価格でございますが、いわゆる造成コストとの比較でございますけれども、価格につきましては、これから鑑定評価を入れるという形にしております。その結果がどうあるかということは、鑑定待ちになってくるわけでございますが、造成コストとの比較は当然シビアに考えなくてはならないんですけれども、先ほどの町長の提案理由にもございましたような、ああいった定住の確保、促進ということを考えて、長い目で見れば、そういった部分もある程度、格差があろうとも、定住を図るという目的を持てば、多少そういうこともやむを得ないかなと私は思っております。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）造成しないのに、ここのタイトルは造成工事になっていますが、これは少し変だと思うんですけれども。いずれにいたしましても、この区画は４区画ありますけれども、区画によっては段差があるように見えます。だから、これは造成しないということになれば、段差があるまま家を建てる状態になるんですが、その辺はどうでしょうか。
　また、今お返事がありましたけれども、そもそも宅地で売るつもりではなかったということですが、そういった点ではある程度、先を見越した形の行政でなければ、こういう無駄が生じるということもあろうかと思うんです。
　この問題は以上にしておきますけれども、町有地ののり面の補修工事の件ですけれども、ここも現場を見させていただきました。この写真である規模より、現場に行って見たら、結構広いのに驚きました。また、崩壊の中ほどに水路が通っているという問題もありまして、これを補修するには地権者、水路の問題とか、私有地、町有地の問題があろうかと思いますけど、この辺の兼ね合いはどうなっているかということですね。
それと、日本プラストがどの程度負担するかということと、町が３３０万出すということなんですが、実際に現場を見てこれで足りるのかなという、私の感想なんですけど、その辺はいかがでしょう。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、工事の関係につきまして私のほうから御説明をさせていただきます。先ほどの水路の問題ということで、上の水路につきましては日本プラストの土地の中にございます。下のほうの水路につきましては農業用の水路ということで、今のところ、その水路には堆積は余りしていないようでございます。
　私有地等がございまして、ここに行くためには下のほうから里道がございまして、その道路を使いまして、この工事現場まで入りたいと思っておりますし、上のほうから工場の敷地内を通って工事もできるのではないかと思っております。
　それから、負担の関係でございますが、先ほど予算のほうで３３０万円を計上しておりますけれども、日本プラストのほうに１１０万ほどを負担していただくような設計となっております。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）設計上、一応、段差を多少設けているという内容になっております。その理由は排水とか、そういう部分で建設課のほうが妥当だろうということで設計をいたしたものだろうと考えております。
　それから、先ほど宮本議員が、私の言い方を跡地が宅地目的ではないととらえられたと思いますが、その逆で、財産を処分する時点からそういった宅地目的であったということで御理解を願いたいと思います。
○議長（坪根秀介君）宮本議員、３回目です。

○１番（宮本理一郎君）今の３３０万が妥当かどうかという問題で、その数値の根拠がよくわからないんですけれども。というのは、これがまた足りなくて、再度補正ということを私は心配しているわけで、その辺の工事見積もりの根拠がよくわかりません。その辺をお聞かせください。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）資料の３ページを見ていただきたいんですが、これに標準断面図をつけさせていただいております。日本プラスト側につきましては、のり面にのり枠工を施工いたしまして、フェンスを敷地内に下げ、それから水路を移設するという工事で、日本プラスト側の工事となっております。
　町側の工事につきましては、のり枠工６７平米を施工いたしまして、その下の部分につきましては植生基材吹きつけ工ということで５センチの植生を吹きつける工事といたしておりまして、その積算がこの金額になったということでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかに。三田議員。

○５番（三田敏和君）保育所の跡の件で二、三質問をさせていただきます。
　先ほど、住宅名目というか、もう売却をするという見込みで造成をしたということでありますが、先ほどの表現が「造成」となっておりますが、フェンスやら側溝やらということがメインのような気がします。そこまでわざわざ何でせないかんのかなという思いがありまして、町がそこまですると非常に高くなるというような気がいたしております。そのまま売って、購入した地権者にやらせればいいんじゃないかなという選択肢もあったんではないかなという気がします。
　それと、昔、保育所だった時分に、横に駐車場があって、今、舗装している部分ですかね、もちろん今も駐車場みたいなところになっておりますが、あそこの高さと何で合わせなかったのかなと。そこの部分についても、恐らく町有地ではないかなと思うんですけど、あれも含めて売却をすべきではないのかなという気がいたしております。その辺をお伺いいたしたいと思います。

　それと、日本プラストの件で、水路に水があふれてということの原因、何でそうなったのかというのが、私がちょっと聞き漏らしているかもしれませんが、本当に町にそこまでの原因があるのかなと。なぜ町がわざわざ２００万も金を出してやらないかんのかなというところが疑問になります。もともとプラストは旧新吉時代に売却した土地で、それで造成をしたところではあるんですが、そのときの造成に何か問題はなかったのかというようなことも気がかりであります。

　そういう面で、原因が、水路に水があふれてなっているんであれば、なぜ上毛町がせないかんのかということについてお伺いをいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）町が施工すると高くなる、個人でさせたらどうかという御質問だろうと思いますけれども、町の考え方としましては、やはり町がある程度区画等を整備して、定住促進という旗を掲げて公募して、その土地を買ってもらうという意味から、ある程度そういう意識も大事だなと思いまして、うちのほうの分譲の仕方として、こういった手法を取り入れているわけでございます。
　それから、手前のほうの駐車場のことを多分言っておられて、その高さと合わせたらということでございますけど、そういったことをやっておると、また工事費等もかかるわけでございますが、そういった駐車場部分とか運動場部分は今後、今回の分譲地の様子を見ながら、当然高さは、その発生したときには、今回の分譲地との高さというものは検討してまいりますけれども、そういったことで、今回の分譲がうまくいけば、あと駐車場の部分、運動場の部分も逐次分譲をする計画としてまいりたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）壊れた原因につきましては、これはプラストさんの言い分ではございますが、プラストさんは自分のところの水は余りのり面には流れていないんではないかと。要するに、あそこに立っておった木が、風とこの異常気象の関係で倒れて、のり面が崩壊したというプラストさんの言い分でしたので、私たち現場のほうに行きまして壊れている内容を見ましたら、やはり水路からの越流があってのり面が壊れているんではないかと、プラストさんといろいろな協議をさせていただきまして、その中でプラストの責任部分、それと上毛町の土地の部分という形で負担割合を決めまして施工位置について決めさせていただき、工事費を積算したということでございます。
　当初の造成時の問題につきましては、ちょっと私が承知しておりませんので、回答できません。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）保育所の跡地の件ですが、高さについては、そこまで上げると費用がという答弁でありましたが、基本的にその造成、分譲の見込みを見て今後その駐車場やら運動場やらというような思いが既にあるのであれば、駐車場のところは今回分譲するところまで下げると言われましたが、そうすると、診療所に向かっている道路からまた一段のり面がついてということになりますね。面積もちょうど１００平米ぐらい、筆が２筆か３筆あるんですかね。わざわざそういう方向にしないといけないのかなと。何か場当たり的なことのように思えて仕方がありません。
　そういう中で、確かに町として分譲地をきちっと区画をしてということもわからないわけでもないんですが、そこに本当に来てもらうんだったら、私は安く売るべきだと。これは見解の相違かもしれませんが、わざわざ町がフェンスやらつくって売る必要はないんじゃないかなというような感じがします。そこに手を入れる必要は、私はないんじゃないかなという感じがして仕方がありません。そこに住んでもらうんだったら、幾らでも安く分譲すべきではないかなという気がしてなりません。
　それと、のり面の件ですが、プラストさんと行政のほうで、水路からあふれた水が原因になったとお互いに歩み寄って理解ができているのであれば、確かにのり面の日本プラストさん部分と上毛町の部分の、崩壊した部分の面積的にとなったのかもしれませんが、原因がそこであれば、私はもっと日本プラストに出してもらってもいいんではないかなという気がいたしてなりませんが、その２点回答を求めます。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）保育所の跡地ですが、見解の相違という部分があると思いますけれども、個人でいろいろ造成等をやると、いろんなトラブルといいますか、なかなか隣同士の関係とか、そういうこともございますし、接する可能性もあるということで、町がある程度の整備をして、そこに入っていただくという形のほうが、私どもが今までそういったことをやってきた経験に照らして、こういう形にしたいと考えておりますし、価格も造成費がかかったからといって、価格にそのままストレートに転嫁して、土地の価格を高く売ろうというような考えは直ちにはないわけで、今までの鑑定評価の形でやっていこうということでございますので、そんなにその部分が直接反映されるということはないと考えております。
　それから、駐車場につきましては、駐車場の高さについて、そういったことを考えるときに、また考えましょうというような返事を先ほどして、下げるということは私は申しておりません。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）のり面の補修の範囲につきまして、水が流れたから壊れたとは、まだ日本プラストのほうは理解はしてくれておりませんが、私たちが見た感じでは、水によって壊れたんではないかとは思っております。この割合につきましては、先ほど議員さん言われましたように、プラストさんのもともとあったのり面の部分ぐらいをプラストさんに施工してもらうという考えでおりまして、それと上毛町、前の新吉富村が誘致した企業であるということで、町としても費用を負担するということで考えておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）三田議員、３回目です。

○５番（三田敏和君）保育所の件から。私は、造成をということになりますと、今後、東高跡地の件も宅地ということで話が進んでいくわけですが、そういうところの単価にも非常に起因するというか、基準になるものと判断しております。
　確かに、見ばえよくするというのもいいんでしょうが、定住のためにやるんであれば、私は本当に皆さんに幾らでも安くすべきだろうと思っております。そういうふうにつながっていくわけですから、基準となるものについて、できる限り定住ということをメインに置くならば、すべきではないかなと思っております。
　それと、日本プラストの件ですが、私はそこまで上毛町が歩み寄ることはないと思います。確かに誘致した企業でもありますし、いろんな面で今までお互いの中に、来てもらったメリット、上毛町のメリット含めてあるわけで、そこまで何で上毛町がへりくだる必要があるんだろうかと思います。ぜひもう少し話していただいて、価格面で折衝すべきではないかなと。原因がそこではない、そして過去の造成に問題があるのであれば別ですけど、そういうのでないのであれば、もっと原因を探って、きちっとした評価をして出すべきではないかなと思います。再度、その辺だけをお答えください。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）過去の原因につきましては、私では今、先ほど言いました造成時点での話はわかりませんが、いろいろ調査をしたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）ほかに。大山議員。

○１１番（大山　晃君）プラストの関係で、普通は土地を売買する場合は、のり下から売買をするんじゃないかと私は思うんですが、何で町は、この破壊したところを修理せないかんか、それが一つ疑問にあるんですが。売買登記をした中で、のり面も日本プラストの土地に入っているんじゃないかと私は思うんですが、理解不足でしょうか。そこら辺をちょっと。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）登記で、今ののり面の部分が上毛町大字垂水の土地となっておるところでございます。それで、それを売ったかどうかというのは、ちょっと私のほうでは今、承知はしておりません。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）それをしっかりしないと、金の出どころが変わってくるんですが。
　それと、工事の内容を見ますと、今、日本プラストと水かけ論をしたということですが、立ち木が揺さぶって（土留め）を破壊したというようなことを言われましたが、それであれば、町が立ち木を短く切れば、また破壊のおそれのあるところも今後なくなると思うんですが。この工事方法を見ますと、また土で土羽で行くようにしてあるんですが、下の弱い部分については石灰処理等を施すような工事方法をとったらどうかと思います。ちょっと高目につくと思うんですが、１度したら２度起こるということが考えられますので、二度とそういう破壊をしないという方法を、石灰処理をすれば、かたくコンクリートぐらいの強度を持ちますので、表の出る部分は、水の流れがいいように、そういう施工方法をとったらどうかと思うんですが、そこら辺の考え方はどうでしょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）私の先ほどの説明が大変まずかったので申しわけないのですが、のり面の部分につきましては上毛町の土地ということで、日本プラストのほうには売っておりません。今回の工事につきましては、上部の部分につきまして、先ほど言いました資料の３ページを見ていただきたいんですが、大きく崩落している部分につきましては、のり枠、これはモルタルで十字の枠をするものになりますが、それを施工し、下の部分につきましては崩落土を除去した後に、植生基材の吹きつけ工、土と種をまぜたものを吹きつけるようにしております。
　日本プラストさんが施工する部分につきましては、こののり面にプラストさんの敷地から出た水が流れないように、側溝の横に余盛りといいますか、壁を建てていただくような施工をしたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）保育所の関係でお尋ねしたいと思いますけども、先ほどの答弁で、総務課長は１２月末までにこれをやり遂げるというようなことであったと思うんですね。それで、前回の定例会のときに、大山議員の質問であったと思っておりますが、地下水に問題があるということで、なかなか簡単に払い下げなどができにくいんだという答弁だったと思うんですね。そこら辺の問題は払拭できたのかどうか。
　それと、これは町長の見解を求めたいと思いますけども、いよいよ払い下げといいますか、売り渡しになって、私は１８年の定例会のときの一般質問だったと思うんですが、川上の議員さんから、こちらに帰りたいけれども、なかなか土地がない、いわゆるＵターン組の方々に対して、できるだけ下のほう、ここら辺から下と思いますけれども、垂水とか唐原とか、そういったところで、町のほうで宅地のあっせんをするような考えはどうかという質問があったと思います。

　そういうことで、今回のこの件につきましても、町有地を払い下げということになっていくわけですが、ぜひそこら辺を、私はＵターン者については、単価を一定下げていくと。そして、できるだけそういう方々に帰っていただいて、いみじくも町長の最初の話の中に定住促進をやるんだというようなこともございましたし、ぜひそういったところを配慮すべきじゃないかなと。
　それから後々、東高の問題も当然出てくるわけですけども、そういったＵターン者、それからＩターンの方々を、まず応募の中で優遇していくと。そして、うちが進めております３世代ということに対して、大家族といったものを進めて、できるだけ家族、家庭というものが元気を出してもらわなきゃならんという中で、分家をして、嫁さんもらうから、あそこを買って家を建てようかというようなことは、私は少し反するようなことにもなるだろうと思いますし、そこら辺の町長のお考えがありましたら、ひとつお伺いしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）先ほど私が１０月の人口実態、動態の中で申し上げましたように、今までは人口が減っても世帯数が減るということはなかったわけです。９月まではずっとふえてきた。ところが、１０月になった途端にマイナス１７となって。つまり、家族がそのまま上毛町を離れたということが、このマイナスの要因じゃなかろうかと思うわけであります。そういう意味で、そういうことが起こらないようにすると。もし起こっても逆に移入、定住してくれるような方々を招聘するということを考えなきゃならんだろうと思っております。
　先ほど、わざわざこれまでにない１０月の人口実態を申し上げたわけでありますが、私はこの友枝保育所跡地は、まさにそのための準備をする適地だろうと思っております。伝え聞くところによると、友枝に住みたいという方もいらっしゃるということもありますので、先ほどと重なるわけでありますけれども、その人口減の主たる要因は、皆さん方、御承知だと思うんですけど、川上のほうが人口減の大部分ですね。だから、そういうところに、それでも私は田舎がいいという方がいらっしゃるならば、そういう方々を迎えたいと思っておりますし、まさにそのための適地がこの保育所跡地だろうと思っております。
　保育所についてはそういうことでありますので、そういう方々が今後上毛町に住むとすれば、あとの適地はどこかというと、次は東高跡地だろうし、あるいはほかにももっとということであれば、そこら辺はまた新たに適地を私どもが求め、あるいは個人的な提供があれば、それにまた御支援を申し上げるというようなことでやっていきたいと思っております。

　先ほども単価の話が出ましたけれども、住んでいただければ、当然ながら人口ということが交付税にもはね返ってきますし、いろんな意味で、固定資産税、あるいは住民税等にかかわってくるわけで、長い目で見れば単価が安くても、それは上毛町のためには資する、財源確保の一端を担ってくれる方々だろうと思うわけでありますので、その辺を勘案しながら、この適地を考えてまいりたいと考えます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）経費を投入して、余り長く塩漬けもできんと思いますけども、私は先ほど申しましたように、Ｕターン者あたりを優遇して、こちらのほうに帰ってきていただいて、そうすると、家屋敷あるいは親の面倒も見れるということで、双方が安心して暮らせるという環境に私はなると思いますから、ぜひそういうＵターン者については、例えば坪１万円とするならば、そういう方々には８,０００円とか７,０００円とかいうようなことで優遇して、こっちに帰っていただくというようなことが、非常に先々いい結果をもたらすんじゃなかろうかなと思うわけでございます。
　そういったことも含めて、いよいよ払い下げになったときには、お含みをいただければ、これはもう東高についてもそうでございますけども、今から先、造成にどれだけの費用が見込まれるかわかりませんが、つくったは、なかなか帰ってこないは、ということも、余り厳しくすると難しさもあると思いますけれども、そういった面も一部では認めながら、有効利用といいますか、町政振興のためにひとつ活用していただくことが私は非常にいいんじゃないかと思っておりますから、ぜひひとつ、その時点になりましたら御配慮をいただければと思います。
　あとは総務課長の答弁を求めます。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）確かに今、安元議員が言われるように、以前の議会で、あの地域につきましてはかなり地下水が不足しているということで、地下水の探査も行った経緯がございます。その結果、非常にわずかな水しかないだろうという結果が出たわけでございますけれども、それでもやっぱり宅地として分譲していく、いわゆる定住促進という部分も考えて、そういったリスクが当然生じているわけですが、今回、１つの家庭で使う分には少なからず大丈夫だろうという判断をしたところでございます。

　また、これは検討の段階でございますが、いよいよのときは買い戻し特約、例えば本当にその敷地内でどこを掘っても水が出ないという極端な例も出てくる可能性がなきにしもあらずでございますので、そういった部分に対応できるようなことも考えていく必要があるのかなという私の考えでございます。
　そういった厳しいところではあるということは現実でございますので、ほかの土地の部分についても、やっぱり慎重にそういうことを見きわめながら、今後の分譲計画を立てていくということが必要だろうと考えております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）水路の関係で、受益者負担というのは町だけですか。
　それから、先ほどから総務課長の説明では、造成工事費は必要ないと。必要なければ１,０００万計上する必要も全くないと思うけど、削減する余地があるのかどうか。
　目節は議会の議決なしといえども、こうして予算書として提出する以上は、この１,０００万が何に使われるのかの項目ぐらい明確に示すべきではないかと思う。昨年のものを写したのかどうかわからんけど、まして造成の必要がなければ、今から１,０００万削減するわけですか。
　それから、住宅売買に、私は旧新吉富の時代、岡崎総務課長のときに、住宅祝い金１００万円ということを提唱して、日本中どこがしよるですかちゅうようなことで、ある云々したことがあるんです。そのときに、合併浄化槽の補助率を上げようということでもって、ちょうど橋本総理の公共事業の補正を３回ほど組んだことがある。だから、あのとき合併浄化槽が旧新吉富時代は三十何基ぐらいなったんですよね。
　そうした観点から、保育所の跡地の云々は、私はきれいに整備して、そして無償提供でもするという認識を持って定住圏構想を持たんと、今、新吉富は垂水、宇野といえども空き屋。四、五日前ですか、不動産屋が見えて、安雲のあたりは真ん前あたりから、これは本当に売れるのかと言ったら、みんなやっぱりそうしたことでもって空き屋に土地が安い。垂水の農地あたりは今、３,０００円ですよ。そんな状況で、この上毛町の不動産の実態は進んでいるということは、私は事実だと思う。
　だから、東高の跡地は大体、町はただでやるんでというような声をね、いや、大方そうじゃないかと、住んでいただければ固定資産税が入る、住民税が入る。この前話したごと、年間３００万あれば、やっぱり人間がおるほうが経済の効果あるいは云々が上がるというようなことだから、そうした方針をとるということでもって、私はある程度金をかけて。じゃないと、西友枝校区あるいは東友枝校区あたりは、もう空き屋に山つけて１００万で買うてくれというのが、皆さん方の耳にも入っているわけだね。買い手がない、来手がない。そうしたことを十分認識しながら、言葉で言うのは簡単なことだけど、現実的にここに住んでいただければ、私は合併浄化槽ぐらい全額無償でもってしてあげるというような大きい構想を打ち出すべきではないかという感覚を持っているのですが。その点、ちょっと１回目の答弁をお願いします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）造成工事は、私の感覚では埋め土はないだろうということで答弁したわけでございまして、造成、当然土の動かしというものは生じるわけでございますし、水路、側溝工事といった部分も、道路の進入路等もございますので、そういった部分も含めて造成工事という形で今回予算を計上しているわけでございます。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）総務課長の補足答弁になるわけでありますが、今、亀頭議員さんから、東高跡地くらいは無償提供ぐらいという話がと私には聞こえたわけでございますけれども、可能であれば、東高はちょっと無理かもわかりませんが、保育所跡地ぐらいは、そのくらいの決意を持ってやっぱり招聘する、ここに来ていただくということは考えるべきだろうとも思っているわけでございますが、不動産鑑定をいたしますので、その辺がどのぐらい出るかということも勘案しながら、常識的な範囲でやっぱりお求めをいただくというのが至当であろうと思うわけでありますけれども、その辺の決意だけは持っておくべきだろうとも思っております。
　とりわけ、先ほどから何回も申し上げて恐縮なんですけれども、上のほうはどうしても人口が減になるというのは自然の成り行きかもわかりませんが、そういうことを防ぐためにも、是非いろんな方々に来ていただく、そういう場面を提供するというのが、ある意味では行政の使命だろうとも思っております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）聞くほうもよく聞いてくださいよ。私は水路の関係も、受益者負担は町だけかと尋ねたんだけどね。その答弁をお願いします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）大変申しわけございません。水路の関係は、受益者負担というのは、どこの水路のことをお聞きになっているかをお聞かせいただければ。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）プラストの関係の水路のことです。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）済みません。受益者負担というのが、上のほうの水路につきましては先ほどちょっと私がお話しいたしましたが、プラストの水路になっております。それで下のほうの水路につきましては農業用の水路ということで、ここの受益者負担というのが、この水路には土砂等も流れ込んでおりませんので、受益者負担はないのではないかなと思っておりますが。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）保育所の跡ですね。町長がさっき、そうした決意でもって保育所の跡ぐらいは売却の方法も考えてもいいんじゃなかろうかという答弁をいただいて、私は当然、そのくらいの姿を見せないと、今まではやはりここに住んでいただければ、佐賀県では坪１円であげたとか、いろいろな方法をとったり、あるいは墓地をつけるということでもって、やっぱり定住構想をどこも立てておるわけです。
　今、うちも住宅を建てるから墓地を１つつけましょうとか言っても、今、墓地は要らん、お寺に何とかがあるとかいうようなこともありますから、私は価格を下げるか、あるいは住宅祝い金的な、ここは合併浄化槽を使って云々ということになりますし、本町は合併浄化槽の補助率も高いわけなんですけど、これだけでも全額町が見るというような１つの特徴ある政策を打ち出すべきじゃないかと思う。そうしてここに住んでいただくと。特にお年寄り、定年になって帰ってくる方々は、やっぱり水洗便所あたりをぴしゃっと完備されることが、やはり安心して生活ができるというか、衛生的にも非常によいというような感覚も持たれようから、私は何かそこに目玉をつけるべきじゃないかという感覚でおりますので、できれば、そうしたことをひとつ具体的に取り組んで、早々に保育所の跡地の売却に取り組んでいただきたいと思います。以上。
○議長（坪根秀介君）いいですか。ほかに。宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）友枝保育所跡地の関係ですけど、一応、宅地が４軒ということですけど、一般的な宅地ならこれで十分だと思うんですが、地域的に例えば農業をしたいという方がおれば、家プラス倉庫とか考えると２区画ぐらい欲しいという方も出てくると思うんですね。そういった場合、２区画でも売りますよといった対応は可能なのか。
　もう一つ、先ほど安元議員の質問でもあったんですけど、水は出るのかというのがあって、一般質問のときには水はちょっと少ないという答弁で、また、きょうの答弁では少なくてもリスクはあるので、あるというような答弁だったんですけど、そうなると、不動産とか、そういう取引になると、そういったリスクもわかっている以上、そういった不動産とか取引に関しては、開示して売らないといけないことになっているはずなんですね。そういったことを開示した場合に、実際、じゃあ、誰が買うのかなという疑問があるんですよ。そういった対応はどうするのですかという質問です。

　それともう一つは、プラストさんの部分ですけど、プラストさんの意見も町の意見も聞いていると、どちらにしても、ああじゃろう、こうじゃろうといった、素人的な見解かなと思うんですが、たしか町の予算では、毎年、顧問弁護士料か何かの予算をつけてあったと思うんですけど、そういった弁護士とか、法的な見解を聞かれたのかということを質問します。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）一応４区画に切っておりますが、２区画ほど欲しい方がおられたらどう対応するかという御質問でございました。募集の状況によりまして、やっぱりそれは判断していくべきだろうと思います。なかなか正直、質問の内容的には非常に悩ましい問題ではございますが、そういった家庭菜園等につきましては、望む方がおれば、また別の施策のほうで周囲に農地等ありますので、そういったものを活用していただくなどの施策を講じながら考えていくのも、私自身としては一つの手だてではないだろうかとは考えております。
　それから水の問題でございますけれども、確かに非常に少ないという探査結果が出たのは事実でございますが、周囲等の水の状況を見るとそういった部分も心配はないだろうと、そう言うとまた逆に無責任というか、前言ったのと多少表現が違うだろうという形になりますけれども、通常の宅地であれば心配はない程度の水は出るだろうという確信を持ってのぞみたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）顧問弁護士とお話をしたかということでございますが、弁護士事務所に行きまして弁護士と協議をいたしました。弁護士のほうからのお話では、両者協議の上、共同で工事をしたほうがいいんではないかというお話をいただいておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）日本プラストとの境界の面ですが、のり面の補修工事で、一部プラスト側ののり面、敷地、工業用地も崩れていると思いますが、これを災害でできなかったかどうか、それを伺いたいわけです。災害であれば、双方そういう話し合いをする必要もなくできたと思うんですが。そういう状況ですよね。そういうことを県とも話したのかどうかわかりませんけど、長い目で、災害でやればよかったのではないかなと思います。
　それから、友枝保育所の跡地造成費１,０００万円ですが、建設単価で計算してやった金額だという説明でありますけれども、それだけでは積算根拠の具体的な説明に乏しいわけであります。実際、どのような工事をやって、それにどのぐらいかかるということで１,０００万円になったというような具体的な説明を求めたいと思います。こういうのも、先ほどの予定価格の問題と一緒で、資料を出しておけば、議会で細かく聞く必要もないわけですが、今後、資料を求めたいと思うんですけれども、今回ないので、具体的な説明を求めます。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）災害でできないかということでございますが、町としても最初にそれを考えました。ここの地目が原野となっておりまして、災害につきましては山地災害、公共施設災害、農業施設災害というような災害は適用できるんですが、地目が原野でそれに適用できないということで、今回予算を計上させていただいておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）先ほど宮本議員のときにも述べましたように、積算根拠を建設単価によって積算しているということで、後は今、お手元にお配りしている図面で判断していただくということになりますけれども、建設課で設計をさせていただいておりまして、建設課が来ておりますので、概略がもし説明できるようであれば、説明をよろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）この造成工事につきましては、総務課のほうから建設課へ、現地の測量あるいは造成のための工事費の積算を依頼されましたので、うちのほうで積算をさせていただいております。
　中身につきましては、まず区画の中の土地につきまして、区画位置を見ていただきますとＧＨ＝２９.７６７という数字になっておりますが、これは現在の土地の平均の高さでございます。それを今回、計画で２９.７００という形でならす造成があります。そういった形の造成の費用、４区画。さらには、新設されます町道につきまして、両側側溝、道路の舗装、さらには２、３、４区画の外側に現在あります個人の方の宅地との境界の排水をとるための側溝の敷設。さらには、友枝川ののり面がありますので、安全対策のための防球フェンスの設置等々を入れさせていただいて、今現在の予算計上の１,０００万という形にさせていただいております。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありますか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終わります。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４４号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程は全部終了いたしました。

　平成２３年上毛町議会第２回臨時会を閉会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１１時３０分
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